
　
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
（
強
じ
ん
）

な
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
」
「
健

康
的
な
生
活
を
確
保
し
て
福
祉
を

促
進
す
る
」
「
質
の
高
い
教
育
を

提
供
し
て
生
涯
学
習
の
機
会
を
促

進
す
る
」
「
気
候
変
動
の
影
響
を

軽
減
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ

る
」
―
―
。

　
こ
れ
ら
は
国
連
が
２
０
１
５
年

に
採
択
し
た
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
の
一
部
だ
。

国
際
社
会
が

年
ま
で
に
達
成
す

べ
き
共
通
の
目
標
で
、

の
目
標

と
１
６
９
の
具
体
策
か
ら
な
る
。

従
来
の
目
標
が
貧
困
撲
滅
な
ど
途

上
国
支
援
が
中
心
だ
っ
た
の
を
、

人
類
の
健
康
問
題
か
ら
資
源
保
護

ま
で
網
羅
し
、
先
進
国
も
含
め
た

内
容
に
し
た
。

　
た
だ
し
、
国
や
地
域
ご
と
に
ど

の
よ
う
に
個
別
の
目
標
を
決
め
て

評
価
し
て
い
く
か
や
、
個
別
の
目

標
を
包
括
し
た
総
合
的
な
評
価
の

方
法
に
つ
い
て
は
国
連
で
同
意
を

得
ら
れ
て
い
な
い
。そ
こ
で
近
年
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
も
出
て
く
る

イ
ン
フ
ラ
、
健
康
、
教
育
、
自
然

と
い
っ
た
異
な
る
価
値
を
、
金
銭

単
位
に
換
算
し
て
総
合
的
に
評
価

す
る
指
標
の
研
究
が
各
所
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
総
合
評
価
指
標
の
代
表
が

「
新
国
富
指
標
」
で
あ
る
。
ノ
ー

ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
の
故
ケ
ネ

ス
・
ア
ロ
ー
氏
や
、
英
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
の
パ
ー
サ
・
ダ
ス
グ
プ

タ
名
誉
教
授
と
い
っ
た
現
代
経
済

学
の
偉
人
と
評
さ
れ
る
面
々
が
国

連
を
巻
き
込
み
推
進
し
た
「
富
の

計
測
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
成
果
だ
。

３
月

日
に
国
連
機
関
な
ど
が
ベ

ル
リ
ン
で
開
催
し
た
環
境
会
合

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
で
あ

る
筆
者
が
「
国
連
・
新
国
富
報
告

書
２
０
１
７
」
を
発
表
し
た
。

　
新
国
富
指
標
は
「
人
工
資
本
」

「
教
育
資
本
」「
健
康
資
本
」「
自

然
資
本
」
と
呼
ぶ
も
の
を
足
し
合

わ
せ
、
最
終
的
に
、
気
候
変
動
に

よ
る
被
害
、
原
油
価
格
の
上
昇
で

得
ら
れ
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
、

技
術
進
歩
な
ど
を
反
映
す
る
全
要

素
生
産
性
な
ど
で
調
整
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
人
工
資
本
と
は
機
械
や
建
物
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
一
般
に
資
本
と
言

わ
れ
る
も
の
で
、国
内
総
生
産（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
へ
の
効
果
が
大
き
い
と
さ

れ
る
。
教
育
資
本
は
教
育
を
受
け

た
人
た
ち
が
、
健
康
資
本
は
健
康

な
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
生
み
出
す

価
値
の
こ
と
だ
。
自
然
資
本
は
石

油
や
鉱
物
、
木
材
な
ど
市
場
で
取

引
さ
れ
る
価
値
に
、
森
林
に
よ
る

水
源
の
養
成
な
ど
見
え
に
く
い
価

値
も
足
し
た
も
の
だ
。

　
つ
ま
り
新
国
富
指
標
は
、
社
会

全
体
が
保
有
し
て
い
る
多
様
な

「
富
（
豊
か
さ
）
」
を
総
合
的
に

測
る
も
の
だ
。
国
の
発
展
に
影
響

す
る
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
経
済
・

社
会
の
長
期
的
な
成
長
を
推
進
す

る
の
に
活
用
で
き
る
。
健
康
な
ど

の
要
因
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
比
較
で
き
る

よ
う
表
記
し
て
お
り
、
既
存
指
標

と
の
補
完
的
利
用
が
で
き
る
。
筆

者
ら
は
米
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
ス

で
、
新
国
富
指
標
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

実
行
す
る
上
で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
す
と
提
案
し
た
。

　
新
国
富
指
標
の
最
新
の
研
究
成

果
を
紹
介
し
た
い
。
ま
ず

年
の

世
界
１
４
０
カ
国
の
富
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
１
３
５
カ
国
が
１
９
９

０
年
に
比
べ
て
増
加
し
た
。
世
界

全
体
で
は

％
の
成
長
で
、
年
平

均
に
換
算
す
れ
ば
１
・
８
％
の
伸

び
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
期
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
年
平
均
伸
び
率
（
３
・
４

％
）
と
比
べ
る
と
小
さ
い
。

　
富
の
成
長
を
要
因
別
に
み
る

と
、
人
工
資
本
が
年
平
均
３
・
８

％
伸
び
る
一
方
、
健
康
・
教
育
資

本
の
伸
び
は
２
・
１
％
に
と
ど
ま

り
、
自
然
資
本
は
０
・
７
％
減
少

し
て
い
る
。
つ
ま
り
生
産
設
備
な

ど
の
人
工
資
本
は
、
今
の
価
値
が

見
え
や
す
い
が
ゆ
え
に
投
資
が
進

ん
だ
一
方
、
将
来
の
富
の
価
値
と

い
え
る
健
康
、
教
育
、
自
然
の
各

資
本
は
伸
び
が
小
さ
い
か
、
減
少

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
世
界
全
体
の
各
資
本
の
構
成
を

み
る
と
、
人
工
は

％
、
教
育
は

％
、
健
康
は

％
、
自
然
は

％
を
占
め
る
。
こ
の
中
で
唯
一
減

少
し
て
い
る
の
が
自
然
環
境
の
価

値
で
あ
り
、
人
工
物
を
作
る
代
わ

り
に
減
っ
た
と
い
え
る
。

　
な
お
日
本
と

米
国
を
比
較
を

す
る
と
、
１
人

当
た
り
の
富
は

日
本
が

万
４
７
０
０
㌦
と
、
米

国
の

万
７
１
７
５
㌦
を
上
回
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
伸
び
は
米
国
が
上
回
る
が
、
日

本
は
健
康
・
教
育
の
伸
び
が
高
く
、

自
然
の
減
少
幅
が
小
さ
い
か
ら
で

あ
る
。
一
方
で
富
の
総
額
の
変
化

を
見
る
と
米
国
は
年
２
％
増
と
、

日
本
の
１
・
３
％
増
を
上
回
っ
て

お
り
、
人
口
の
増
減
が
大
き
く
関

わ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
新
国
富
指
標
は
地
域
経
済
・
社

会
政
策
の
評
価
や
目
標
を
つ
く
る

際
に
も
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
す

で
に
福
井
県
、
熊
本
県
水
俣
市
、

福
岡
市
な
ど
複
数
の
地
方
自
治
体

が
興
味
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
総
合
評
価
の
考
え
方

は
、
企
業
や
投
資
家
も
活
用
で
き

る
。
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
示
さ
れ

た
様
々
な
課
題
の
解
決
に
は
、
各

国
の
政
府
な
ど
を
通
じ
て
企
業
も

関
与
を
求
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　
そ
の
一
例
が
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」

だ
。収
益
だ
け
で
な
く
、環
境（
エ

コ
ロ
ジ
ー
）
、
社
会
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
）
、
企
業
統
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

の
３
つ
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢

で
投
資
先
を
判
断
す
る
も
の
で
、

例
え
ば
「
社
会
」
で
は
社
員
の
機

会
均
等
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な

ど
が
、
「
企
業
統
治
」
で
は
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
経
営
体
制

や
企
業
倫
理
の
ポ
リ
シ
ー
な
ど
が

問
わ
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
企
業
に

関
係
す
る
項
目
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
で
網
羅

で
き
て
お
り
、
企
業
版
の
総
合
評

価
と
い
え
る
。

　
筆
者
ら
は
、
日
米
欧
中
な
ど
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
２
０
０
社
以
上
の

大
企
業
を
対
象
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
評
価

ス
コ
ア
と
企
業
の
生
産
性
を
独
自

に
計
算
し
、
関
係
を
調
べ
た
（
図

参
照
）
。
横
軸
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
ス
コ

ア
で
、
環
境
、
社
会
、
企
業
統
治

に
つ
い
て
情
報
公
開
の
程
度
を
調

べ
、
１
０
０
点
満
点
で
表
し
た
。

企
業
は
情
報
公
開
に
踏
み
切
れ

ば
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害

関
係
者
）
を
意
識
し
て
実
際
の
取

り
組
み
も
進
む
か
ら
だ
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ

の
ス
コ
ア
と
生
産
性
が
共
に
高
い

企
業
は
、
総
合
的
に
社
会
に
貢
献

す
る
有
益
な
投
資
先
と
い
え
る
。

　
ま
ず
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
総
合
ス
コ
ア
を

み
る
と
、

点
ま
で
は
企
業
の
生

産
性
が
や
や
高
ま
る
傾
向
が
あ

り
、

〜

点
未
満
で
は
よ
り
生

産
性
の
高
い
企
業
が
多
く
な
る
。

点
以
上
で
は
信
頼
性
の
高
い
結

果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
次
に
各
ス
コ
ア
を
概
観
す
る

と
、
ま
ず
環
境
の
ス
コ
ア
は

点

を
超
え
る
と
生
産
性
が
高
ま
る
の

が
わ
か
る
。
環
境
の
ス
コ
ア
で
は

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）

全
体
で
の
環
境
負
荷
低
減
の
取
り

組
み
や
、
気
候
変
動
リ
ス
ク
の
認

知
と
い
っ
た
要
素
を
考
慮
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
が
生
産
性
の
高
さ
と

関
係
し
て
い
る
。
た
だ

点
を
超

え
る
と
、
生
産
性
が
低
い
企
業
が

多
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
社
会
の
ス
コ
ア
も

〜

点
に

か
け
て
生
産
性
が
緩
や
か
に
高
く

な
る
が
、

点
以
上
に
な
る
と
生

産
性
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
企
業

統
治
に
関
し
て
は
、
ス
コ
ア
が
高

い
ほ
ど
企
業
の
生
産
性
が
高
く
な

る
こ
と
が
明
確
な
ト
レ
ン
ド
と
し

て
分
か
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
は

企
業
の
生
産
性
と
関
係
が
あ
り
、

と
く
に
環
境
と
企
業
統
治
の
取
り

組
み
は
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が

り
や
す
い
と
い
え
る
。
一
方
で
Ｅ

Ｓ
Ｇ
の
ス
コ
ア
が
高
く
な
り
す
ぎ

る
と
、
生
産
性
と
ト
レ
ー
ド
オ
フ

（
相
反
）
の
関
係
も
あ
り
う
る
。

そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
企

業
は
取
り
組
み
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

　
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行

政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
を
重
視
す
る
方
針
を
示
す
な

ど
、
企
業
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
収
益
を
共

に
高
め
る
こ
と
を
現
実
的
に
問
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
ら
の
調

査
で
は
、
日
本
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の

ス
コ
ア
は
全
般
に
高
い
と
は
い
え

な
か
っ
た
。
ま
ず
生
産
性
向
上
に

結
び
つ
き
や
す
い
環
境
と
企
業
統

治
の
取
り
組
み
を
深
め
る
こ
と
が

大
事
だ
ろ
う
。
新
国
富
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ

の
よ
う
な
新
た
な
評
価
基
準
を
も

と
に
、
将
来
を
見
据
え
た
魅
力
的

な
国
や
企
業
に
し
て
い
く
こ
と
が

我
々
の
進
む
べ
き
方
向
で
あ
る
。

総
合
評
価
、企
業
に
も
応
用
可
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「
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Ｇ
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企
業
の
生
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性
向
上
と
関
係
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